
3.研究内容

実験と数理科学の融合による
高度マイクロ核種分析システムの創製

1.課題目標

2.研究実施体制・事業計画

廃炉作業に伴って発生する多種多様な放射性廃棄物を合理的に処理処分するには、高度な化
学分析法の確立が不可欠である。本研究では、マイクロ液液界面で起こる抽出過程を実験と
数理科学の両面から解明し、精緻にプロセス制御された連続多段マイクロ分析システムを構
築する。これにより、分析廃液量の極少量化、迅速・簡素化、高感度化、分析作業量の軽減
化、作業員の被ばく低減に資する革新的かつ実用効果の高いオンサイト核種分析を実現する。

【年度計画】

【実施体制】

【項目1：マイクロ溶媒抽出の高度化】

【項目2：マイクロTLM分析の高度化】

【項目3：モデル化・プロセス設計】

連続多段マイクロ分析システムへ


